「２００８教育シリーズ」放送リスト

	1月19日
	LAトピックス
兒玉和夫LA総領事が１年7ケ月の勤務を終え、急遽帰国した。10日公邸で行なわれた新年レセプションは送別会となった。兒玉総領事はお別れの挨拶で、「週末の95日間、日系、米国社会の各種イベントに参加し、コミュニテイと深く関わった」と述べ、米国社会における日系コミュニテイの存在の大切さ、を強調した。若尾日商会頭、松野JBA会長、加藤県人会協議会会長の今年の方針、抱負も紹介する。

	1月26日
	SGI SPECIAL
「英知の宝冠」

創価大学創立者の池田　大作SGI会長に世界各国の学術機関から平和、文化、教育への卓越した貢献をたたえ、二百の名誉学術称号が授与された。これは1975年のモスクワ大学からスタートしたそのドキュメンタリー。また池田SGI会長がなぜ、世界中でこうした平和、教育活動を続けてきたのか？それは戸田　城聖第二代会長から平和活動、権力への不屈の挑戦、という一対一の人文学を学んだことからきている。これらの授与に対し、米国SGIの芸術部ICAPのメンバー、有名なジャズ演奏家、ハービー・ハンコック、ウエイン・シューターらの祝福演奏と歌が披露される。

	2月２日
1184回
	「変わる入試制度―ICU高校を訪ねて」①
帰国生がおよそ三分の二の同校は帰国後五年以内であれば、受験可能で他校に比べて期間が長い。また入学してからの日本語、英語に対するそのレベルに応じての対応も決め細やかで、英語は4レベルに別れ、現地校並みの授業が受けられる。また日本語が不十分な生徒に対しても一対一のテークケアーがある。南カリフォルニアから入学した四人の生徒に動機や学校の様子を聞いた。

	2月9日
1185回
	「三回の受験チャンスーICU高校を訪ねて」②
岡田　真樹子同校帰国生徒教育センター長は「推薦、書類、学科の三つの入試制度があり、

それぞれの生徒のバックグラウンドによって入試が受けられ、現地校での成績、活動、帰国後の期間などで、このシステムは自分のもっている力を示せる」と勧める。現地校での勉強も７年生ぐらいからは大変で、帰国後の受験のために塾などに通うと、大切な本来の現地校での勉強に集中できなくなるので、現地校では現地校の勉強に集中、帰国後の受験に際し、こうした推薦、書類選考の制度を設けている。

	2月16日
1186回
	「クラブ活動と寮生活―ICU高校を訪ねて」③
同校ではアーチェリー、ダンス、チェアーなどが自慢でき、茶道や剣道など日本伝統のクラブもあって、ここでは海外生と一般生の交流の場が生まれる。LAからの帰国生はバスケ、ダンス、サッカー、写真部に所属していた。寮は男女別におよそ百人、寮監、寮母がおり、日曜のみはクローズとなる。LAからの帰国生はそれぞれ、ハンバーガーやメキシカンフードの味がなつかしい、と語っていた。

	2月２３日
1187回
	「大学へは８０人―ICU 高校を訪ねて」④
長埜　紘校長は三分の一の生徒がICU大学へ推薦で進学、後はそれぞれ有名国公私立校へ進学するといい、特に帰国生は英語を生かせる学科への進学が多いという。

LAからの帰国生、矢野さんは理系へ、稲垣さんも理系へ、二宮さんは国際的な仕事につける学科を選び、川崎さんも理系をめざす。帰国生がかっては文系が多かったが、今は理系や再び海外の大学に進学するケースも増えている。

	３月１日
1188回
	「スポーツ、音楽を通じ米社会との交流を！」①
JERC（日米教育サポートセンター）の設立１３周年記念レセプションが開かれた。今年はパワフルなゴスペルコーラスで有名なクレンショー高校のクワイヤーがスカラシップを受賞、その見事なコーラスを披露した。挨拶で木下　和孝会長は「長年サポートしてくれた企業や個人のボランテイアに感謝します」と述べ、日米高校野球による青少年の日米交流を今後もつづけ、教育を基本にJERCの活動の幅を広げる。

	３月８日
1189回
	「日本語をキチンと学んで欲しい」②
JERCでスピーチした手塚　義雅総領事代理は文科省の国際教育課長を務めた海外、帰国、国際理解教育のエキスパートだ。JERC の活動を評価するとともに、自らの海外体験を通して、現地校には保護者が積極的に働きかけ、夫婦で力をあわせること、学齢前だからあまりストレスはないと思わないこと、英語圏だから、と言って日本語の基本を忘れないことなど海外での保護者の姿勢をインタビューで語った。

	3月１５日

	トラベルスペシャル「光と風、八幡平の自然」

岩手、秋田の県境にまたがる八幡平は新緑、紅葉、冬はスキーと自然の宝庫だ。山肌からは蒸気が登り、地熱発電も行なわれている。渡邊　正一八幡平ロイヤルホテル支配人はこの自然を求め、多くのハイカーが訪れ、地元でとれた山菜や魚、などの料理を堪能、有名な松川温泉も楽しむ、魅力を絶賛する。冬は台湾、香港から雪を楽しみに訪れる観光客も多い。また今年は世界遺産に指定される平泉中尊寺が脚光を浴び、東北地方の人気はさらに高まる。

	３月２２日

	オレンジカウンテイトピックス
「和食と日本酒で日本の旬を堪能」

アナハイムのホテルで第２回和食、日本酒のショウが開かれ、およそ千人の人が参加した。このイベントはより多くの人に本当の日本の味を知って、楽しんでもらおう、と企画、総領事館、JETRO、JNTOそして日本食ホールセーラー、日本酒メーカー、各種日本食メーカー、地元レストランなどが共催して行い、マグロ解体ショウ、季節の和食実演などもり沢山のイベントに参加者は日本の味と心を楽しんだ。

	3月29日
	「健康とオーガニック、ナチュラル・プロダクツ・エクスポ」
今年もアナハイムコンベンションセンターでナチュラル・プロダクツ・エクスポ・ウエストが開かれ、多くの日系企業が参加した。特にテーマが健康、オーガニックということで、ありとあらゆる商品がそのテーマにそってデモンストレーションされ、日系企業からはオーガニックの豆乳、自然に優しいお茶パック、昆布の新製品、オーガニックの味噌、日本酒などが並べられ、世界中から参加した多くの関係者が新しい味と使われている素材を吟味していた。

	4月5日
1190回
	「コミュニケーションの出来る国際人育成を！」

佐藤　東洋士　桜美林学園、大学理事長、学長は昨年開校６０周年を迎え、世界でコミュニケーションの出来る人材を輩出したい、という。建学の精神はかって中国で開校した崇徳学園、地元中国人や朝鮮人、それに日本人が加わり、インターナショナルの学園が運営された。同校は語学に力を入れ、ネイテイブの教師が多いことも、特徴のひとつ。田園都市線の町田にキャンパスがあり、帰国子女の多く住む地域なので、海外からの帰国生にとって選択のひとつだ。

	4月12日
1191回
	「コミュニケーションの出来る国際人育成を！」
佐藤　東洋士　桜美林学園、大学理事長は「特に海外で学ぶ場合、現地の言語や文化にどっぷりつかり、それを身に付けることが、国際人育成につながり、年齢的には高校生ぐらいが一番吸収力がある。海外での学校運営はその国の制度、その国の人たちも受け入れることが大切で、かって中国で開校した崇徳学園はいまも中国に現存する」と語り、桜美林の新たなチャレンジとして海外進出も考えており、また同大学は4月からアリゾナ州立大学と提携して、パイロット養成のフライトマネジメントコースも開設された。

	4月19日
	トラベル・スペシャル「蔵王の美しい四季を楽しむ」
東京から三時間の宮城県蔵王は樹氷で有名、エメラルド色のカルデラ湖‘お釜“も見ものだ。この地方には傷ついた白狐が助けられ、その恩返しをした伝説や滝の居場所をうなぎと蟹が争った話もあり、興味深い。鳴海　正弘宮城蔵王ロイヤルホテル支配人は「四季を

通じ自然と温泉が楽しめ、遠刈田温泉は“ツエ忘れの湯”といわれる効用もある。また海の幸、山の幸を使った地元の料理も堪能できる」とオールイヤーの観光を勧める。

	４月26日
	LAトピックス
日本語を学ぶ米国の学生に奨学金などを与えているオーロラ基金のファンドレイズゴルフトーナメントが１４日コスタメサのメサベルデ・カントリークラブで開かれ、およそ１２０人が参加した。基金代表の阿岸　明子さんは５月の高校生スピーチコンテストや６月の映画上映、秋のさだまさしコンサートへのひきつづきのサポートを要請した。

スポーツトピックス

大相撲ロサンジェルス巡業が６月７日、８日の両日LAメモリアル・スポーツアリーナで
行なわれるが、１８日記者会見が行なわれた。

巡業のスケジュールなどについて関係者に聞く。

	５月３日
１１９２回
	「宇宙への夢をかなえる」
今年２１回目のスペースサイエンス・デイが１９日エルカミノカレッジで開かれおよそ１０００人の生徒と保護者が参加した。このプログラムは故オニズカ宇宙飛行士の死をいたみ、彼の遺志を子供達に伝えよう、と企画、現役の宇宙飛行士に来てもらい、講演、

質疑応答などがあり、より具体的な宇宙体験学習だ。今年は女性のトレーシー・カルドウエルさんが来て、なぜ宇宙飛行士になったか？など興味ある話に聴衆は聞き入っていた。

このプログラムを支える人たちのインタビューを伝える。

	５月１０日
	LAトピックス
「２０年目の全米日系博物館」

全米日系博物館の二十周年記念デナーが行なわれ、およそ千人が参加した。太平洋戦争勃発で在米日系人が不当に強制収容され、憲法違反と人権侵害で政府を相手に訴訟が起こり、１９８８年見事、国の謝罪と賠償が行なわれた。政治家、弁護士、市民活動家ら、当時運動を起こした人たちが集い、その歴史を振り返り、次世代につなぐイベントが行なわれた。

	5月１７日
	ビジネス特集
「JFCの新たな米国戦略」

日本食ホールセーラー、JFCインターナショナルは今まであったサンフランシスコの本社をLAに移し、面積２０万平方フィートの倉庫をコンピュータ制御、在庫管理システムの導入で効率よく管理、出荷できるようにした。８日、茂木　友三郎キッコーマン会長、榎本　博行JFCインターナショナル社長が出席、記者会見が行なわれ、その後、来賓やベンダーら２００人を招いて、レセプションが行なわれた。

	５月２４日
	「地域の人と地球を考える」

第七回SUA(米国創価大学)のインターナショナルデイが５月３日アリソビエホのキャンパスで開かれた。このイベントは地域の人に、大学を知ってもらうこと、あわせて地球全体のことを考え、民族、文化、歴史そして平和を願いながら、一日を過ごすというもので、600に及ぶエキジビションと音楽、パーフォーマンスなどが披露され、民族色豊かな食べ物なども多くの参加者に人気だった。

	5月31日

１１９３回
	「母語の確立と確認」①

小野　博　放送メデアセンター教授はバイルンガル教育のエキスパート、特に海外で教育を受ける場合の言語について「基本となる言語の確立を幼稚園前、幼稚園、小学校、中学と分け、徐々に語彙が増えていくので、日常会話と学習と分け、我が子の語彙の増え方を確認する必要が保護者にはある」とアドバイスする。

海外での子育ては外国語学習も大切だが、母語の確立を忘れないようにすることも基本だ。

	6月7日

１１９４回
	「バイリンガル教育の科学」②

小野　博　放送メデアセンター教授はバイルンガル教育のエキスパート、特に海外で教育を受ける場合の言語について「一番注意する学齢は小学校３,４年生で、それ以前、それ以後の学齢は比較的問題がない。二つの言語を同時に学ぶのでサポートが必要だ」と語り、

現地校での英語習得を勧める。またメデア開発センターが行なった調査で、今日本の学生の学力低下が著しく、特に日本語の読み,書きがひどく、国家の大きな問題として警鐘がならされている。



	6月14日
1195回
	「日本人学生の学力低下」③
小野　博　放送メデアセンター教授は、最近の調査で大学生の語学力が低下し、塾などに

行ったり、私学に学ぶ生徒と一般生の格差が広がっている、と指摘する。

数学についても同様で、○○工業大学でもダメ、英語は国立や早慶などの有名私立と英文科以外の大学の落ち込みはひどく、英検三級以下のレベルという。これはゆとり教育から生まれた可能性が高く、会話中心の英語授業の弊害で、文法が忘れられ“本当に使えない英語”の普及になってしまった、という。

	6月21日
	LA トピックス

アジアアメリカ・シンホニーと世界的に有名なサキソホンリスト、渡辺貞夫の共演が行なわれた。デビッド・ベノウに指導されて成長を遂げつつあるAASAは、昨年はジャズピアニスト松井　慶子とのコラボレーションを行なった。主催者や演奏者、聴衆に聞く。
27年ぶりにLAで開催された大相撲、二日間にわたり、スポーツアリーナで行なわれ多くの相撲ファンを喜ばせた。相撲の魅力について観客の声を紹介する。



	6月28日
	トラベルスペシャル「アラスカの大自然とグルメ」
シアトル発7泊8日のアラスカ・クルーズに参加、ジュノー、スカグウエイ、ケチカン、

ビクトリアを9万三千トンのノルウエイジャン・パールで廻った。まだ海峡の側の山々は雪をいただき、肌寒い風が吹きつけた。見所はグレイシャーベイの氷河だ。大きな音を立てて崩れ落ちる。地球の温暖化加速で、その速度が速まっているのを実感。
クルーズ内ではバフェやダイニングでグルメが食べ放題。大自然に抱かれてのグルメはこれからシーズンを迎えるこのアラスカクルーズがお勧めだ。



	7月５日
1196回
	「なんでやねん？京都での冒険」
オーロラ基金主催の日本語スピーチコンテストが行なわれ、ワシントン州出身のサマー・

ロベクスさん(１７歳)が見事優勝した。日本人顔負けのその流暢な関西弁は、彼女が京都に短期留学した体験にもとずくもの、昨年は優勝を逸したが、今年は、見事勝ち取った。

日本への留学が決まった彼女は今後、東北弁や九州弁などの言葉をマスターしたい、と

抱負を語った。

	７月１２日
1197回
	「人間は一人ではない」
オーロラスピーチコンテストの準優勝には韓国人のチョイ・ソーヨンさんが入った。
チョイさんは自分が小さい時、わががまで、独りよがり、いじめる側に廻っていた体験を披露、家で買っていた犬が彼女の不注意から事故死したのをキッカケに、痛みを感じるようになり、積極的に友達をつくるよう努力し、性格も明るく、前向きになった、と発表した。彼女の心の成長ぶりが発表された。

	
	

	
	

	
	

	
	


